
 
令和 7 年 3 月 13 日 

 

1 
 

東京大学地震研究所 教授 募集要項 
 
1.職名及び人数：教授 1 名 
2.採用予定時期：決定後できるだけ早い時期 
3.契約期間  ：期間の定めなし 

なお、本研究所の教員の任期に関する内規により、満 55 歳を超える教

員については、次年度の初めに教員の所属する組織（分野）の職に 5 年

以内の任期を定める。再任は本研究所教授会の承認を得た場合に 1 回限

り可とする（ただし、東京大学教員の就業に関する規程に定めるところ

の定年による退職の日を超えることはできない）。詳細については、問い

合わせ先に照会のこと。 
4.試用期間  ：採用された日から６月間 
5.就業場所  ：地震研究所（東京都文京区弥生 1-1-1）変更の範囲：本学の指定する場所

配置換、兼務及び出向を命じることがある（意に反して命じられること

は原則ない。詳細は東京大学教員の就業に関する規程第 4 条による。） 
6.所属    ：数理系研究部門 

7.研究分野  ：地震破壊理論分野 
地震研究所では、地震発生過程の解明に向けた地震破壊理論と数値計算

手法に関する研究を進めている。本公募では、破壊・摩擦の物理に基づ

いて、断層や周辺媒質のマルチスケールの不均質構造や流体の振る舞い

等を考慮した地震サイクル全過程にわたるモデリングを行うことで、複

雑な地震現象の理解を深め、大地震の準備・発生過程を明らかにする研

究を主導する教授を求める。本人材には、幅広い時空間スケールの観測

データと比較可能な数理・数値解析手法の開発や、関連する地震学、測

地学、地質学、物質科学分野などと連携した新たな共同研究の立案など、

理論と観測を繋ぐ研究への寄与が期待される。さらに、所内外の研究グ

ループとの共同研究を主導するとともに、上記の研究活動および大学院

教育を通じて、次世代の人材育成に貢献することも期待されている。 
 

8.就業時間  ：専門業務型裁量労働制により、１日７時間 45分勤務したものとみなさ 

れる。 

9.休日        ：土・日、祝日、年末年始（12月 29日～1月 3日） 

10.休暇    ：年次有給休暇、特別休暇 等 

11.賃金等   ：学歴・職務経験等を考慮して決定。昇給制度あり。 

         参考  博士修了/月額 34万円～ 
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諸手当 賞与（年２回）、通勤手当（原則 1月あたり 55,000円まで）

の他、本学の定めるところによる。 

12.加入保険  ：文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険に加入 

13.応募資格  ：博士の学位を有する者（外国での同等の学位を含む） 
14.提出書類  ：各１部 

(1)東京大学統一履歴書（以下の URL からダウンロードし作成すること。

記入例は「記入例 2（理系教員）を参照」） 
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/jobs/r01.html 

(2)研究業績リスト（査読の有無を区別すること。投稿中の論文も含む。） 
(3)主要論文の別刷り 3 編程度（コピー可） 
(4)研究業績の概要（2000 字程度） 
(5)今後の研究・教育計画（2000 字程度） 
(6)学生に対するセクハラ・性暴力等を原因とする過去の刑事罰、行政処

分及び懲戒処分にかかる申告書（指定様式。庶務チーム（人事担当）

から入手してください。） 
(7)応募者について参考意見をうかがえる方（2 名）の氏名と連絡先と E-

mail アドレス 
15.応募書類提出方法： WEB 応募 

事前に、件名を「数理系研究部門教授応募」としたメールを、庶務チー

ム（人事担当）まで送付して下さい。庶務チーム（人事担当）から書類

送付先フォルダを連絡しますので、応募期限までに、応募書類一式をフ

ォルダに保存して下さい。 
16.応募書類連絡先：東京大学地震研究所 庶務チーム（人事担当） 

E-mail: jinji%eri.u-tokyo.ac.jp  電話: (03) 5841-8789 
（%を@に置き換えて下さい。） 

17.応募締切  ：令和 7 年 6 月 20 日（金） 午後 5 時 必着 
18.問い合わせ先：東京大学地震研究所 地震予知研究センター  望月 公廣 

TEL: (03) 5841-5715  E-mail: kimi%eri.u-tokyo.ac.jp 
（%を@に置き換えて下さい。） 

※地震予知研究センターは、令和７年４月１日から地震発生予測研究セ

ンターに名称変更します。電話番号、E-mail の変更はございません。 

19.募集者名称：国立大学法人東京大学 
2 0 . そ の 他 ：取得した個人情報は、本人事選考以外の目的には利用しません。 

東京大学はジェンダーバランスや包摂性を重視しつつ、国内外から多様

で優れた研究者を受け入れることにより、異なる視点に立つ研究者間の
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対話を通じた新たな学知の創出を促進しており、女性、外国籍、障害のあ

る研究者の応募を歓迎します。育児、介護、出産等のため、研究活動を中

断していた期間がある方は、履歴書等、応募書類に記述していただいても

構いません。「東京大学男女共同参画加速のための宣言（2009.3.3）」に

基づき、女性の積極的な応募を歓迎します。 
採用時点で、外国法人、外国政府等と個人として契約している場合や、外

国政府等から金銭その他の重大な利益を得ている場合、外為法の定めに

より、一定の技術の共有が制限され、結果として本学教職員としての職務

の達成が困難となる可能性があります。このような場合、当該契約利益に

ついては、職務に必要な技術の共有に支障のない範囲に留める必要があ

ります。 
受動喫煙防止措置の状況：敷地内禁煙（屋外に喫煙場所あり） 


